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氏名 職名 所属 係・講座 研究分野

1 清水 扇丈
シミズ　センジョウ

教授 理学研究科
数学・数理解析専攻
多様体論講座

解析学、特に偏微分方程式論

2 久家　慶子
クゲ　　　  ケイコ

教授 理学研究科
地球惑星科学専攻
固体地球物理学講座

地震学
・地震の物理、地球の内部構造
・地震波のデータ解析、数値シミュレーション

3 成木
ナルキ

　恵
メグミ

教授 理学研究科
物理学・宇宙物理学専攻
核物理学講座

ハドロン物理学、原子核物理学に関する実験的研究

4 水野
ミズノ

　操
ミサオ

准教授 理学研究科
化学専攻
理論化学講座

タンパク質の物理化学
振動分光法を用いて、タンパク質機能発現における構造ダイナミクス
観測の実験研究を行っています。

5 清水
シミズ

 以
イチ

知子
コ

准教授 理学研究科
地球惑星科学専攻
固体地球物理学講座

固体地球科学（岩石力学、熱力学、高温高圧実験）

6 大谷
オオタニ

　真紀子
マキコ

准教授 理学研究科
地球惑星科学専攻
固体地球物理学講座

地震学
・震源の物理
・地震発生の数値シミュレーション
・データ同化

7 秋山
アキヤマ

　秋梅
チュウメイ

准教授 理学研究科
生物科学専攻
動物科学講座

分子生物学、分子遺伝学、生化学、放射線生物学
放射線や活性酸素によるDNAの損傷とその修復、突然変異の生成と
抑制、 および酸化ストレス防御機構について研究しています。 大腸
菌、線虫、ヒト培養細胞を用いて分子生物学、生化学、遺伝学、細胞
生物学の側面から研究を行っています。
日本語、中国語でのご相談をお受けできます

8 浅井　歩
アサイ　アユミ

准教授 理学研究科 附属天文台
太陽物理学。太陽表面で発生するさまざまな磁気プラズマ活動現象
とそれらの地球への影響(宇宙天気)について、観測的な研究を行って
います。

9 桂川
カツラガワ

　美穂
　ミホ

助教 理学研究科
物理学・宇宙物理学専攻
物理学第二教室

実験物理学、放射線測定。
宇宙X線観測用検出器の開発とともに、検出器や解析技術を地上実
験（加速器実験、医学）に応用する異分野融合研究にも従事してい
る。

10 向吉　恵
ムコヨシ　メグミ

助教 理学研究科
化学専攻
相関化学講座

無機化学
金属ナノ粒子や多孔性の金属錯体の合成や、その物性について研究
しています。

11 冨田
トミダ

　夏希
ナツキ

助教 理学研究科
物理学・宇宙物理学専攻
核物理学講座

原子核・ハドロン実験
学外の大型施設で加速器を使った実験を行っています。

12 川島
カワシマ

　由依
ユイ

助教 理学研究科 宇宙物理学教室
系外惑星科学
オランダでのポスドク経験が二年、あります。

13 石井
イシイ

　杏
キョウ

佳
  カ

助教 理学研究科
附属地球熱学研究施設
火山研究センター

火山物理学
火口近傍での多項目観測（地震・空振・地盤変動）によって、噴火ダイ
ナミクス・噴火活動の推移過程について研究しています。

14 呉
ウー

　品穎
ピンイン

助教 理学研究科 附属サイエンス連携探索センター(SACRA)
気象学（メソ気象、豪雨、予測可能性）
アンサンブルシミュレーション、データサイエンス

15 任　和子
ニン　 カズコ

教授 医学研究科
人間健康科学系専攻
先端中核看護科学講座

看護学
・人と対象とした臨床看護研究
・糖尿病、心不全、リウマチなど慢性疾患をもつ人の看護
・チーム医療
・看護管理学

16 宮下
ミヤシタ

　美香
ミカ

教授 医学研究科
人間健康科学系専攻
先端中核看護科学講座

がん看護学
・がんサバイバーシップ支援
・がんサバイバーの全人的苦痛に対する看護
がんとがん治療に関連した認知機能障害をテーマとした研究に取り
組んでいます。

17 竹之内 沙弥香
タケノウチ　  サヤカ

准教授 医学研究科
人間健康科学系専攻
先端基盤看護科学講座

看護倫理、意思決定⽀援、アドバンス・ケア・プランニング、エンド･オ
ブ･ライフ･ケア/緩和ケアに関する看護倫理及び看護師教育、臨床倫
理、研究倫理

18 西山　知佳
ニシヤマ　チカ

准教授 医学研究科
人間健康科学系専攻
先端中核看護科学講座

救急蘇生、クリティカルケア看護学、心肺蘇生教育
一人でも多くの心停止患者が救われるように、一般市民に対する心
肺蘇生の普や教育に関する研究を行っている。特に、学校での心臓
突然死の予防、心肺蘇生を含めたいのちの教育を普及させたいと考
えている。
蘇生を含めたいのちの教育を普及させたいと考えている。

19 成瀬　智恵
ナルセ      チエ

准教授 医学研究科 医学研究科附属動物実験施設
ヒト疾患モデル動物の作製，病態の解析，特にエピジェネティック因
子、糖鎖修飾関連遺伝子の機能解析

20 三好　智子
ミヨシ　　　 トモコ

准教授 医学研究科
医学教育・国際化推進センター
学部教育部門

コロナ禍では、感染症パンデミックによる医療関係者の燃え尽き症候
群の影響を検討していました。
現在は、医学生のプロフェッショナルアイデンティティの変容と影響因
子の研究を半構造化インタビューによる質的研究手法を用いて行なっ
ています。

21 中島
ナカジマ

　貴子
タカコ

教授 医学部附属病院
次世代医療・iPS細胞治療研究センター
(Ki-CONNECT) 

がんや難病の根治を目指した超早期探索的臨床試験、トランスレー
ショナル・リサーチを立案・実施しています。



22 松村
マツムラ

　由美
ユミ

教授 医学部附属病院 医療安全管理部 医療安全、ヒューマンエラー、ガバナンス

23 池田　香織
イケダ 　　カオリ

講師 医学部附属病院
先端医療研究開発機構／
糖尿病・内分泌・栄養内科

糖尿病・内分泌・栄養学
薬剤の効果、食事の吸収・代謝、活動の多寡、行動変容の動機など、
多くの側面をもつのが糖尿病の特徴で、それぞれについて、患者さん
や病気のないボランティアの方を対象として研究させていただいてい
ます。
また、先端医療研究開発機構の立場から、京大病院の研究者の臨床
研究支援も行っています。

24 山本
ヤマモト

　絵里香
エリカ

助教 医学部附属病院 循環器内科/先端医療研究開発機構(iACT)

循環器内科医師/カテーテルインターベンション医として臨床業務に
携わる一方で、研究活動(心血管疾患に関する臨床試験)も行ってお
り、多施設共同研究のPIもしています。先端医療研究開発機構では
医療機器開発の支援活動も行っております。

25 加藤
カトウ

　果林
カリン

助教 医学部附属病院 医療安全管理部／麻酔科
麻酔科医として手術麻酔・ペインクリニック診療・漢方診療に従事しな
がら、医療安全管理学を学んでいます。

26 山本　悦子
ヤマモト　  エツコ

助教 医学部附属病院 脳神経外科

脳神経外科医として手術を含めた病院診療に従事しています。
研究内容としては、脳腫瘍に対する臨床研究（神経膠腫、胚細胞腫な
どの治療成績の検討）・基礎研究（膠芽腫に対する悪性度維持機構
の解明）を行っています。

27 樋口　ゆり子
ヒグチ　　　ユリコ

教授 薬学研究科
薬学専攻
薬品動態医療薬学講座

・薬学（薬剤学,ドラッグデリバリーシステム開発）
・生体医工学（細胞製剤,再生医療）
・intravital蛍光イメージング
キーワードを並べると上記になります。薬学部と工学部の融合分野の
様な位置付けです。

28 髙山
コウヤマ

　亜紀
アキ

助教 薬学研究科
薬科学専攻
薬品創製化学講座

有機化学、創薬化学

29 二宮
ニノミヤ

　小牧
コマキ

助教 薬学研究科 創発医薬科学講座
哺乳類の培養細胞や、ショウジョウバエの発生過程をモデルに、細胞
集団が秩序立って形を創るメカニズムを研究しています。

30 宗
ソウ

　可奈子
カナコ

助教 薬学研究科 統合薬学教育開発センター

薬理学、医療薬学
がん化学療法における味覚障害のメカニズム解析
臨床での問題を基礎研究で解決するリバーストランスレーショナルリ
サーチを目指して研究を行っています。

31 平山
ヒラヤマ

　朋子
トモコ

教授 工学研究科
機械理工学専攻
機械力学講座

機械工学分野において、機械要素の高性能化やその基礎研究であ
る摺動面のトライボロジー性能の向上に関する研究に取り組んでいま
す。

32 島田　洋子
シマダ　　　ヨウコ

教授 工学研究科
都市環境工学専攻
環境システム工学講座

環境リスク工学
有害化学物質、有害重金属および放射性物質の環境中挙動の解析

33 栗山
クリヤマ

 怜子
レイコ

准教授 工学研究科
機械理工学専攻
流体理工学講座
熱システム工学分野

主に熱工学・流体工学分野における基礎研究や技術開発を行ってい
ます。
特に、マイクロ流路内の流体温度や粘度，応力などの分布を可視化
する技術や、光を利用して熱・物質の輸送を制御する技術の開発に
取り組んでいます。

34 名村
ナムラ

 今日子
キョウコ

准教授 工学研究科
マイクロエンジニアリング専攻
マイクロシステム創成講座

ナノ構造薄膜，マイクロ流体駆動
光を熱に変換できる薄膜を使って，少量の流体をかき混ぜる研究をし
ています。
目で見るには少し小さいくらいのもので遊ぶのが好きです。

35 川口
カワグチ

　利
リ

奈
ナ

講師 工学研究科
材料工学専攻
材料設計工学講座

専攻内の教育・研究支援やダイバーシティ推進の活動をしています。
研究バックグラウンドは生物学（行動生態学）です。研究者としての経
験のほかに、URA（リサーチ・アドミニストレーター）としての研究支援
経験や、女性研究者支援の業務経験があります。

36 ﾗﾝﾃﾞﾝﾍﾞｰｶﾞｰ ｷﾗ ﾍﾞｽ 講師 工学研究科
高分子化学専攻
先端機能高分子講座

リビングカチオン重合を利用し、刺激応答性または機能性ポリマー材
料の創造および分析

37 郭 玉婷
カク　ユウテイ

助教 工学研究科
機械理工学専攻
流体理工学講座

ナノスケールでおこる熱・物質・電荷輸送を分子動力学、量子力学と
いう観点からスーパーコンピュータを用いて解析し、エネルギーの変
換・輸送・貯蔵、特に燃料電池技術の開発を目指して研究を取り込ん
でいます。

38 王
オウ

　吟麗
ギンレイ

助教 工学研究科 機械理工学専攻

二次元積層材料を対象として，マクロからナノ，マイクロ，原子レベル
にわたる階層的な物理現象に着目し，機械・電気マルチフィジックス
の根源的機構と物理法則の解明に取り組み，革新的な機能を創出す
る研究を取り込んでいます。

39 本田　晶子
ホンダ　　 アキコ

助教 工学研究科
都市環境工学専攻
環境衛生学講座

環境毒性学
環境汚染物質が人体に及ぼす影響を培養細胞や動物を用いて実験
的に評価しています

40 小畑
オバタ

　由紀子
ユキコ

助教 工学研究科
材料化学専攻
機能材料設計学講座
藤田研究室

固体物性、物質科学、物質合成、薄膜界面、光電子分光、量子振
動、超伝導

41 北島　薫
キタジマ　カオル

教授 農学研究科
森林科学専攻
森林環境科学講座

熱帯林環境学、植物生態学、保全生態学、特に熱帯林植物種の生活
史戦略、実生更新、機能形質多様性、及び、形質を通しての生態系
機能の理解についての研究

42 黒川
クロカワ

　紘子
ヒロコ

准教授 農学研究科
森林科学専攻
森林環境科学講座

熱帯林環境学、植物生態学。植物の機能形質に基づき、森林生態系
の多種共存機構、生物間相互作用、物質循環などのメカニズムを理
解する研究を行っています。

43 下野　嘉子
シモノ   　  ヨシコ

准教授 農学研究科
農学専攻
耕地生態科学講座

雑草学、植物生態学、外来植物の侵入・分布拡大、人為的撹乱地へ
の植物の適応



44 檀浦　正子
ダンノウラ　マサコ

准教授 農学研究科
森林科学専攻
森林環境科学講座

・森林生態学
森林生態系の炭素循環、特に樹木根の役割、師部を介した炭素配分
などについて研究しています。

45 鬼頭　弥生
キトウ　　 ヤヨイ

講師 農学研究科
生物資源経済学専攻
農企業経営情報学講座

フードシステム論、意思決定論、消費者行動論、リスク認知研究。
生産から消費までのフードシステムの各主体の認知や意思決定、行
動に焦点を合わせた研究を行っています。とくに消費者の食品選択
行動や風評行動の背景にあるリスク認知・態度、リスクコミュニケー
ションの問題を扱っています。
また、地域に根ざしたフードシステム存続の問題を検討することを目
指して、生産・流通段階の意思決定問題も扱っています。

46 上妻
コウヅマ

　馨梨
カオリ

助教 農学研究科
応用生命科学専攻
植物栄養学分野

植物生理学
温度や光強度などの外的環境によって変化する植物の光合成挙動を
分光カメラを使って可視化する研究をしています

47 落合　久美子
オチアイ　クミコ

助教 農学研究科
応用生命科学専攻
分子細胞科学講座

植物栄養学

48 吉永　直子
ヨシナガ　　ナオコ

助教 農学研究科
応用生命科学専攻
応用生化学講座

応用生命科学専攻化学生態学分野
有機化学・分析化学
農薬，昆虫-植物間相互作用,昆虫の解毒代謝研究

49 坂部
サカベ

　綾香
アヤカ

助教 農学研究科
森林科学専攻
森林保全管理学講座

生物環境物理学，森林水文学
森林生態系における炭素・水・エネルギーの循環と環境の相互作用
を理解するための研究をしています

50 淺井
アサイ

　智子
トモコ

助教 農学研究科
応用生物科学専攻
海洋機能学分野

食品科学・食品分析学・調理科学・食品機能学・細胞生物学
研究キーワード：コラーゲン、細胞、おいしさ、テクスチャー
ヒトとたべもの（特に魚類）の関わりに興味があります。
食べ物の状態や食べ物を摂取した後の生体内代謝など。

51 船曳　康子
フナビキ　ヤスコ

教授 人間・環境学研究科
共生人間学専攻
認知・行動・健康科学講座

精神医学、発達障害、児童精神、メンタルヘルス

52 幡野　恭子
ハタノ　    キョウコ

助教 人間・環境学研究科
人間・環境学専攻
地球・生命環境講座

研究分野：植物細胞生物学
内容等：緑藻や植物の形態形成機構に関する研究、教養教育のため
の教材開発

53 藤井　悠里
フジイ　　　ユリ

助教 人間・環境学研究科
人間・環境学専攻
地球・生命環境講座

惑星科学・宇宙物理学・天文学
惑星や衛星が生まれる環境や形成過程について理論的に研究して
います。海外でのポスドクの経験があります。

54 川西
カワニシ

　咲子
サキコ

准教授 エネルギー科学研究科
エネルギー応用化学専攻
エネルギー材料学講座

結晶成長、凝固、熱力学、高温物理化学

55 AU   Ka Man 准教授 エネルギー科学研究科
エネルギー社会・環境科学専攻
エネルギー環境学分野

無機化学・材料化学・超分子化学・環境科学

金属–有機構造体、多孔性分子結晶、および金属錯体分子集合体に
基づく機能性材料の開発を目指しています。また、種々のセンサー、
フォトスイッチやデバイスとして応用することのできる、エネルギー効
率の高い発光材料の設計ならびに合成を行っています。

56 上田　樹美
ウエダ　 　キミ

助教 エネルギー科学研究科 国際先端エネルギー科学研究教育センター
・環境配慮行動の促進
・異文化コミュニケーションの誘発　等

57 齋藤
サイトウ

　美保
ミホ

助教 アジア・アフリカ地域研究研究科
アフリカ地域研究専攻
生業生態論講座

アフリカに生息する野生動物の行動生態学的調査を行ってきました。
修士を終えた後、外資系IT企業でエンジニアとして働き、博士後期課
程に戻ってきました。博士号取得後、本学に着任する前は公務員もし
ておりました。就職に関する悩みなどについても、ご相談を伺えるかと
思います。

58 山下
ヤマシタ

　直美
ナオミ

教授 情報学研究科

ヒューマン・コンピュータ・インタラクション
コミュニケーション支援

あらゆる人が多様な価値観を持ちつつ支え合うことができるインク
ルーシブな未来社会の実現を目指します。そのために、行動科学や
社会心理学の理論や方法論に基づき、人と人のつながりを深化させ
るコミュニケーション基盤技術の研究を進めます。情報技術そのもの
の高度化や多機能化を追求するより、人間観察や調査を通して現場
のニーズやインタラクションの本質を解明し、それらの理解に基づい
た情報技術をデザインします。

59 江口　佳那
エグチ　　　カナ

講師 情報学研究科
システム科学コース
人間機械強制系講座
ヒューマンシステム論分野

研究分野：生体医工学，医療情報学，ヒューマンコンピュータインタラ
クション
・医療・ヘルスケア分野を中心に，ウェアラブルセンシングシステム，
生体信号・データ解析に関する研究に取り組んでいます．
・大学入職前に，約10年間の企業勤務経験（研究開発職）があります

60 NAM,Jin Min 准教授 生命科学研究科
高次生命科学専攻
ゲノム生物学講座

分子生物学、細胞生物学
がん微小環境のリモデリングとがん悪性化に関わる分子メカニズム
の研究

61 山城
ヤマシロ

　佐和子
サワコ

准教授 生命科学研究科
高次生命科学専攻
認知情報学講座

細胞生物学、細胞内蛍光１分子イメージング。
博士号取得後、アメリカでポスドク経験があります。留学や、海外・異
文化での生活について、ご相談を伺えると思います。

62 平野
ヒラノ

　咲雪
サユキ

助教 生命科学研究科
統合生命科学専攻
遺伝機構学
細胞周期学分野

培養細胞を用いて、細胞遊走や細胞接着のダイナミクス・制御メカニ
ズムについて研究しています。蛍光顕微鏡を用いたライブセルイメー
ジングや画像解析を主に行っています。

63 池田
イケダ

　貴子
タカコ

助教 生命科学研究科
高次生命科学専攻
生体システム学分野

栄養環境の変化を生体がどのように認識するのか、そしてどのように
応答することで恒常性が維持されるのか、について研究をしていま
す。
薬剤師としての臨床経験があります。
研究分野; 生化学、細胞生物学、分子生物学



64 永田
ナガタ

　理奈
リナ

助教 生命科学研究科
細胞生物学。
ショウジョウバエを用いて細胞間の相互作用について研究していま
す。

65 樋口　裕美子
ヒグチ　　　ユミコ

准教授 生態学研究センター 生態学研究部門
植物生態学、植物と動物の相互作用、植物の被食防衛。野生植物の
示す多様な形態、特に葉の形態が動物との相互作用にどのように影
響しているか研究しています。

66 竹内　祐子
タケウチ　ユウコ

助教 地球環境学堂 資源循環学廊
森林に関わる微生物、特に植物寄生線虫による森林流行病の発病
メカニズムに関する研究を行っています。

67 山田
ヤマダ

　容子
ヒロコ

教授 化学研究所 物質創製化学研究系 有機化学、機能性有機材料化学

68 今西　未来
イマニシ　　ミキ

准教授 化学研究所 生体機能科学研究系

薬学部出身で、研究室は薬学の協力講座です。
生体関連化学
核酸結合タンパク質の機能解析やデザインに関する研究をしていま
す。

69 木村
キムラ

　香菜子
カナコ

助教 医生物学研究所 ウィルス制御分野

構造生物学　分子生物学　ウイルス学
ウイルス感染メカニズムを解明することを目指して、ウイルスタンパク
質および宿主レセプタータンパク質を昆虫細胞やヒト細胞を用いて精
製し、機能解析やクライオ電子顕微鏡を用いた単粒子解析を行って
います。

70 関口　春子
セキグチ　ハルコ

准教授 防災研究所 社会防災研究部門
強震動地震学
大地震の震源過程解析、地震時の地盤応答解析、地下構造モデル
化、地震動予測

71 松田
マツダ

　曜子
ヨウコ

准教授 防災研究所 附属巨大災害研究センター
住民参加型の防災計画、災害リスクコミュニケーションについて研究
しています。

72 伊藤
イトウ

　悦子
エツコ

准教授 基礎物理学研究所 物理学基礎研究部門 素粒子・原子核物理学の理論的研究、数値計算

73 廣中
ヒロナカ

　詩織
シオリ

助教 学術情報メディアセンター 社会情報解析基盤研究部門
ソーシャルメディアのデータを使って、ソーシャルメディアや社会ネット
ワークなどの研究をしています。
計算社会科学、ネットワーク分析、Web工学

74 三谷
ミタニ

　曜子
ヨウコ

教授 野生動物研究センター 水圏保全研究部門
海棲哺乳類学，海洋生物環境学．アザラシ，オットセイ，シャチ，ラッ
コなど，海棲哺乳類の行動と生態，および環境との相互作用について
の研究をしています．

75 村山　美穂
ムラヤマ　ミホ

教授 野生動物研究センター 分子保全研究部門 野生動物の保全遺伝学、動物行動の遺伝的背景の解明

76 桂
カツラ

　有
　ユ

加
カ

子
コ

助教 ヒト行動進化研究センター ゲノム進化分野
進化遺伝学
性染色体の分子進化、霊長類の精巣発現遺伝子の解析

77 石原　正恵
イシハラ　マサエ

准教授 フィールド科学教育研究センター 森林生態系部門

研究分野：森林生態学
樹木の繁殖や成長に関する研究。野外の多地点長期データを用いた
多様性や森林の物質生産の変動に関する研究。生態系サービス評
価。気候変動や分断化に対するブナ林の脆弱性評価。

78 邉見　由美
ヘンミ　　　ユミ

助教 フィールド科学教育研究センター 里域生態系部門
共生生態学
特に無脊椎動物の巣穴を介した住み込み共生に着目し、宿主甲殻類
の生態や共生者の進化と適応について研究しています。

79 杉山
スギヤマ

　賢
ヨリ

子
コ

助教 フィールド科学教育研究センター 森林生態系部門

菌類生態学
特に，植物共生菌である外生菌根菌を対象に，その分布や群集動態
が宿主植物との関連でどのように決まっているのかを研究していま
す。

80 鈴木
スズキ

　華実
ハナミ

助教 フィールド科学教育研究センター 森林生態系部門
森林生態学
植物の一斉繁殖現象と更新、植物と動物の相互作用に関して、フィー
ルドワークを中心とした研究を行っています。

81 深澤
フカザワ

　愛子
アイコ

教授 高等研究院 物質−細胞統合システム拠点 (iCeMS)

構造有機化学・有機合成化学・典型元素化学
有機化合物，特に共役電子系の分子構造が物性をいかに決定づけ
るかを理解し，独自の分子設計と合成化学をもとに新しい光・電子機
能性材料の開発に取り組んでいます。

82 見学
ケンガク

　美根子
ミネコ

教授 高等研究院 物質−細胞統合システム拠点 (iCeMS) 神経科学、発生生物学、細胞生物学

83 茂谷
モタニ

　小百合
サユリ

助教 高等研究院 物質−細胞統合システム拠点 (iCeMS) 分子生物学、細胞生物学、細胞分化

84 片岡
カタオカ

　仁美
ヒトミ

教授 国際高等教育院 医学教育国際化推進センター

・医学教育研究を行っており、特に医師・医学生の患者さんへの共感
性（empathy）の評価、どのような介入によってempathyが向上する
か、といった教育実践研究も行っています。
・女性医師のキャリアについての研究、男女共同参画やワークエン
ゲージメントについての研究も開始しています。

85 岡林　里枝
オカバヤシ　サトエ

助教 環境安全保健機構 産業厚生部門
人間集団を対象とする疫学研究、臨床研究
・プライマリヘルスケア、予防医療等に関する、ランダム化比較試験
・高齢者やがんのコホート研究　などを行ってきました。

86 中神 由香子
ナカガミ　ユカコ　

助教 学生総合支援機構 学生相談部門

精神医学全般
・身体疾患との関わり　身体疾患と精神症状の関係、器質性精神障
害、神経免疫学
・社会との関わり　精神疾患に対するスティグマ、自殺予防、メンタル
ヘルスの啓発

87 西岡
ニシオカ

　千文
チフミ

准教授 情報環境機構
研究分野：図書館情報学
キーワード：学術情報流通、オープンサイエンス


